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魯迅の文体と写真的感性（ 2）
―「紀念」と「記念」―
山　本　　　明
序
　朱色のフレームの中央に，水色の写真屋がひと
り立っている．革靴を履いた洋装の写真屋である．
腰をかがめ，カメラの上にかけた冠布のなかに頭
をさしいれている．シャッターをきるはずの右手
は三脚の足をおさえたまま，対象を正視し続けて
いる．レンズの先にあるものは何か．
　魯迅が用いた便箋の図柄である．1377通にのぼ
る手紙の中，山水や動植物，文字の図柄ではない
便箋は，この 1通である1）．
　　　この種のものは私にとって本来無用であ
り，彼女にとっても無用であり，彼女がごみ
箱に捨てるのに任せればよいだけだ（1929年
3 月22日，李霽野宛書簡）
　この便箋の文面にある「この種のもの」とは，
4枚もの魯迅のセルフ・ポートレイトである．い
ずれも1927年 8 月19日，広州で撮影されたが，ア
ングル，カメラからの距離，視線の方向，表情，
その全てが異なる． 4枚にものぼる点については
「多面性を表し，ダイナミズムがある」との見方
もある2）．しかし，ソ連の彫刻家が彫像を作るた
めの資料として，各種の写真画像を，魯迅は提供
したのである．つまり多面性というよりは，解剖
図のように，立体標本を客観的に記述しようとす
るスタンスこそを見るべきであろう．そして何よ
り，客観的記述の対象が自己にまでも及んでいる
ことこそを確認すべきであろう．
　作家にとり，彫像が完成してしまえば資料写真
は「無用」である．写真は作品制作の触媒として
の役割を終えているからである．ならば，魯迅に
とっての「本来無用」とは，いかなる意味か．少
なくとも，撮影の 1か月後，1927年 9 月22日の時
点では，魯迅にとって「無用」ではなかった．当
日の台静農，李霽野宛の書簡に「 4枚の写真を送
ります．ひと月前に撮ったものです．R女史が必
要なら渡してください．もう無用なら，ついでの
折に西 3条宅までお送りください」とあり，返送
を依頼しているからである3）．
　撮影の 4か月前， 4月15日に国民党による虐殺
1）『鲁迅手稿丛编第 6 卷』人民文学出版社，2014年，
92～94頁．この便箋の存在は，小木曽榮氏よりご教
示を賜った．
2） 北京鲁迅博物馆編『俯首横眉―鲁迅先生写真集』
海燕出版社，2018年，62頁．
3）『鲁迅手稿丛编第 5 卷』，472頁．
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があり，魯迅は逮捕された学生の救出を訴えたが，
結局は中山大学に辞表を提出することしかできな
かった．撮影の前月， 7月23日には講演「魏晋の
風土および文章と，薬および酒の関係」を行うが，
演題の通り，虐殺を直接批判したわけではない．
代わりに，形骸化した「孫文の紀念週間」を批判
する．しかもこれらは文字表現ではない．撮影の
翌月には広東を離れ，上海で表現者としての生活
を始める．そして撮影後20日あまりたってようや
く，10月10日に「夜记之一」を執筆する．厦門や
広東で書けなかった内容や執筆に到るプロセスが
書かれたのである．10月10日とは建国を「紀念」
する日である．世間では形骸化した「紀念」が行
われ，一方魯迅は，失われた民国の理想や犠牲者
をキネンする重要な作品を執筆してきた象徴的な
日である．実際，「夜记之一」でも失われた民国
の理想や犠牲者が反復提起されるのである．
　つまり 4枚の写真は，「なにも語ることができ
なかった」（「怎么写」）段階から，贖罪感を作品
化した，文字によるセルフ・ポートレイト「夜记
之一」制作への触媒ともなっていたのである．
　魯迅は紀念写真を批判し続けた．1925年には伝
統的な奴隷根性の表れであると批判し（「论照相
之类」），1931年には画報等による営利目的での利
用を批判した（「新的“女将”」）．写真は客観的記
述の武器となる一方で，「紀念」という儀礼化，
虚飾化，商業化にも利用されるリスクを持つ．
従って彫像や文字作品ができれば，つまり表現目
的を果たせば，手段は「本来無用」であり，捨て
られてしかるべきという認識が見て取れる．そし
て批判の対象は社会のみならず自己にまでも及
ぶ．この構造は文字作品にも一貫している．
　前稿は，写真的感性と言語表現とのせめぎ合い
を，画像を触媒として文字表現が生成するプロセ
スを中心に論じた4）．今回は，写真的感性が文体
に与えた影響を，文体の最小単位である語彙に特
化して抽出していく．取りあげるのは，キネンを
表す語彙である．魯迅の語彙「紀念」と「記念」
の差異をめぐっては，40年にわたって論争が続く．
研究者達の執着は，魯迅のキネンが一般的な語彙
にとどまらないことを示唆しよう．ならば，魯迅
のキネンとはいかなる特権的意味を有し，いかな
る文体を要請したのか．本稿はセンテンスや文脈
レベルで写真的感性の影響を論ずるための準備作
業に位置付けられる．
1 ．「紀念」・「記念」論争にみられるバイアス
　魯迅の個人文体の核となる詩語は何か．「寂寞」
でも「悲哀」でも構わない．何れかの語彙を文体
語として措定し，用例分析から語彙の位相を抽出
し，国民性の改造といった何等かのテーマを表現
する手段として論ずればよい．研究者の魯迅像の
数だけ立論が可能となるわけである．ところが，
40年あまり論争が継続している語彙がある．「記
念」と「紀念」である．そこに意図的使い分けは
あるのか，あるならばどのような差別化がなされ
ているのか．管見の限りでも1980年から2018年ま
で16本の論文がこの問題をとりあげている．もは
や「キネン論争」ともいうべき現象が生じている．
　本稿は屋上屋を重ねることを目的したものでは
ない．論争が持続するということは，全ての用例
を説明しうる仮説が存在しないことを意味する．
ならば論争のプラットフォーム自体の方がむしろ
問題となる．プラットフォームを40年にわたって
存続させてきた原因，つまり研究者が囚われてき
たバイアスを明らかにすることで，新たなフレー
ムワークを提出できるのではないか．
　キネン論争はこれまで「記念」と「紀念」の差
4） 山本明「魯迅の文体と写真的感性」『中央大学論
集第40号』，2019年．
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異がテーマとなってきた．しかし，問題はむしろ
差異と同一性を内包する多様なキネンを存立させ
ている，基盤の方にあるのではないか．「記念」
にしろ「紀念」にしろ，失われたもの，或いは失
われるはずのものを記録にとどめ，価値づけよう
とする営為である．忘却されるものとして対象を
視るからこそ，キネンへの衝迫が生まれる．忘却
に抗うために何度も反復してキネンしようとす
る．キネンに値する特別な瞬間において対象を固
定しようとする．これらは前稿でも論じたように
写真との親和性を持つ．ならば「記念」あるいは
「紀念」がどのような文体を要請したかを明らか
にすることが，写真的感性と言語文体の関係を検
証することにつながる．「キネン」は単なる語彙
論にとどまらない射程を持つのである．
1 - 1. 魯迅イメージのバイアス
　「紀念」と「記念」には差異がある「はずだ」
という立場からの先行研究がある．差異の論拠は
以下のように大別できよう．
　第 1に同一作品内での併用を指摘し，両者が通
用するなら片方だけで良かったとするもの5），第
2に併用が複数作品に及ぶことから偶然ではない
とするもの6），併用が全活動期にわたることを根
拠とするもの7）．第 3に他の文言を修正した際も
両者は修正されなかったので使用は意図的だとす
るものである8）．
　第 1論拠に対しては，単なる修辞的併用が反論
として考えられ，第 2論拠に対しては，修辞的併
用が活動期を通じたものであり，第 3論拠に対し
ては修辞的併用への執着から，修正の必要を認め
なかったなどの反論が可能であろう．
　続いて差異の内容に関する先行研究は，以下の
ように大別できよう．
　第 1に，文字記録か否かに差異を求める立場が
ある．1980年の「記念は紀念の思いを含み，記と
紀の記載の意味を含み，更に人，事，物を記載す
る文章をも内に含む．」9）を起点として，1984年
の「記念は必ず文字で事跡を記述することで思い
を表現し，思いの対象は人のみ　紀念は各種の方
式で，対象は人でも事でも良い」がそれにあた
る10）．2007年に到っても「記念は文章による表現
で，対象は人のみ，　紀念は各種の方式で，対象
は人でも物でもよい」とその立場は通時的に存在
する11）．
　しかし，「記念像」など文字メディア以外にも「記
念」の用例が存在する以上，必要十分条件とはい
えない．前稿では写真等の静止画像が文字表現生
起の触媒となり，その作品成立までの過程を内容
とする，魯迅の基本構造を指摘した．ここではむ
しろ，「記念」，「紀念」いずれもが文字による記
録への衝迫を持つ事実を確認すべきであろう．
　第 2に，キネンする被動作主と動作主に，差異
を求める立場がある．
　先ず，キネンする対象である被動作主を，生き
ているものと亡くなったものに類別し，「生きて
いる者に対する「懐念」を表す時は「記念」のみ
を用い，「紀念」は用いない」とし，一方で「死
者に対しては多く「紀念」を用いるが，少なから
5） 李新华「鲁迅作品中的“记念”和“纪念”」『语文教学
与研究』2001年，37頁．出版社を明記していない論
文はCNKI引．以下同様．
6） 吴辛丑「“记念”和“纪念”」『辞书研究』，1984年，
146頁．
7） 刘玉凯「鲁迅作品中的几个同义合成词」『鲁迅研
究月刊』，1997年，33頁．
8） 符杰祥「鲁迅的纪念文字与“记念”的修辞术」『文
史哲』2013年，56頁．
9） 罗宇文「关于“记念”和“纪念”」『西南民族学院学报』
1980年，63頁．
10） 吴辛丑　前掲論文，148頁．
11） 施春宏「词语调节过程中的语义关系分析」『汉语
学报』2007年，16頁．
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ず「記念」も用い，紀念より内容は豊富」とする
見方は1988年の論考など，初期から存在する12）．
　しかし，生者に対する規定は，「紀念」には無
く「記念」にのみにある意味「相手のことを思う，
気にかける」を指摘したにすぎない．死者に対し
て用いられる際の両者の差異については，規定し
きれないことを逆に示している．
　次に，被動作主を人と物に類別し，「記念は文
章による表現で，対象は人のみ，　紀念は各種の
方式で，対象は人でも物でもよい」13）とする立
場もある．
　しかし，雑誌創刊十周年の「記念号」や「記念
日」など，被動作主が人ではない用例が存在する．
　次に，キネンする主体，動作主に関して， 1人
称単数か 1人称複数かで差異を説明できるという
立場がある．「内面の深みにある個人の記憶を表
現する時」は「記念」だが，「社会的役割を担っ
て集団の立場から発言する時」は「紀念」だとす
るのである14）．
　しかし，「但对于我们，却是值得记念的青年，
因为他在默默中支持了未名社」（「忆韦素园君」）
では，主語が 1人称単数でなくても「記念」が用
いられている．同様のケースは他にも 3例存在す
る以上，例外的現象とは言えない15）．更には，「这
是极值得记念的」（「《无名木刻集》序」）から，動
作主が確定されない場合でも「記念」が用いられ
ていることがわかる．
　次に，動作主に関して，国家か否かで差異を説
明できるという立場もある．「前者の紀念碑は国
家の意志や権力から出たものであり，記念は友人
の交わりと個人的情誼からでたものであり，細か
な違いが見られる」とする．根拠は，使いわけが
留学時代から始まっており，1903年「スパルタの
魂」では「紀念碑」と通用どおり「紀念」が用い
られるが，1907年「摩羅詩力説」では「記念象」
が用いられている，しかも1926年に採録する際，
「象」は「像」と修正したが，「記念」はそのまま
であるからというものである16）．
　しかし，1928年には友情や個人の情誼から出た
ものではないキネン碑に対して，「記念碑」と訳
語に用いている．
　次に，国家ではないまでも「紀念」のみが「組
織によって行われ」，「形式的表現でも使用でき
る」17）とする立場がある．「现在有几个朋友要纪
念韦素园君，我也须说几句话．是的，我是有这义
务的．」（「忆韦素园君」）などはその条件を満たし
ているようにみえる．
　しかし，この用例こそが個人として言わねばな
らず，魯迅個人にその義務があると宣言している
こと，しかもこの「紀念」が決して形式的でも儀
礼的なものでもないことを示している．
　第 3にキネンする内容に差異を求める立場があ
る．
　先ず「記念」のみが「個人の内面」を表現する
という立場がある．魯迅は「紀念」に関しては一
般的用法に従っていたが，「個人の内面の感情を
最も表現しなくてはいけなくなったとき，独特な
「記念」を用いた」．しかも「内心无比哀痛，感情
高度浓烈」の時，記念が出現するというのであ
12） 赵树华「鲁迅作品中的“记念”与“纪念”」『语文学习』
1988年，13頁．
13） 施春宏　前掲論文，16頁．
14） 符杰祥　前掲論文，60頁．
15）「我们以这一本书为自己记念，并以感谢好意的朋
友，并且留赠我们的孩子，给将来知道我们所经历的
真相，其实大致是如此的」．「也作了我们的一个小小
的记念」．「我们自然并不是要继《新青年》的遗踪，
不过为追怀这曾经震动一时的巨人起见，也翻了几篇
短文，聊算一个记念」．
16） 符杰祥　前掲論文，56頁．
17） 施春宏　前掲論文，17頁．
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る18）．
　しかし，「紀念」から「記念」に変わる臨界点を，
感情のレベル（高度）において定量化するのは困
難であろう．実際，韋素園に対する感情のレベル
は，何度もキネンする文章を書くほどに高いが，
「现在我以这几千字纪念我所熟识的素园」（「忆韦
素园君」）のとおり「紀念」が用いられている．
　次に「死者や過去の事象への懐かしさ（怀念）
や回顧を表す時は，「紀念」を用いることができ
るが，事績を書くことで懐かしさを表現する時は，
「記念」だけがその任に当たることができる」と
いう規定は，1988年から2001年まで継承され
る19）．
　しかし，韋素園の事績を連ねた「忆韦素园君」
でこそ「紀念」が用いられていた．
　以上，差異抽出を試みた先行研究を俯瞰してみ
ると，全ての用例を説明できる定義は存在しない．
にもかかわらず執拗に仮説の提出が続けられてき
た．その根底にあるものはなにか．
　「記念」と「紀念」の表記の揺れを「心のまま
にというのでは，魯迅の気質とあまり合わな
い」20）からは，当該研究者の中に「魯迅の気質」
が所与のイメージとして存在している事実が看取
できる．また，「決して誤記ではなく，意図的な
区別である」21）という強い断定は，1980年から
存在する．魯迅の伝統的イメージが，恣意性や誤
りをおかすことの対極にあり，そのイメージは持
続している．これらの事実は魯迅像に関するバイ
アスの存在を意味する．一方で，表記の揺れを単
なる通用や意匠として判断放棄することも，魯迅
のテキストから乖離する点で，バイアスの存在を
逆接的に補強する結果にしかならない．
　こうしたバイアスを相対化するためになすべき
ことは，「記念」と「紀念」の差異よりも，両者
をそもそも存立させている基盤を明らかにするこ
とと考える．「紀念」，「記念」と共起する語彙や
文脈からその基盤を掘り出していく必要があろう．
1 - 2. 社会反映論のバイアス
　「記念」と「記念」併用の原因を，魯迅の外に
求める立場がある．20年余りの議論でも使い分け
の法則を確定できないために，魯迅のテキスト以
外に根拠を求めた論に「あの時代の知識人が外国
語を混ぜる流行の影響」22）とするものがある．
更に16年が経過した2013年には，当時の社会的状
況ではなく，中国の伝統文化に根拠を求めるもの
さえ現れる．「日本語で紀念として通用している
語は記念であり，面白いのは 2つの言葉が現代中
国語に移植された後，劇的な転倒が生じたことで
ある．紀念が記念より流行した．これは受容過程
で中国人の主体的な選択を経たというよりも，「紀
念儀式」を重視する伝統的発想の呪縛といえよう
」23）．
　ここには1920．30年代の社会現象であれ，伝統
的な社会制度であれ，中国社会に原因を求める，
社会反映論のバイアスがある．そしてこうしたバ
イアスを成立させる基底には，もうひとつのバイ
アスがある．
1 - 3. 研究者の語感のバイアス
　社会反映論のバイアスの前提となっているの
は，いずれも「記念」は日本語の利用と見る先入
観である．なぜ先入観は生まれたのか．
18） 符杰祥　前掲論文，55頁．
19） 赵树华　前掲論文，14頁．李新华前掲論文でも，
上記の引用部を採用している．
20） 刘玉凯　前掲論文，33頁．
21） 罗宇文　前掲論文，62頁．
22） 陈学超「“介绍”“记念”疑是日语词的混用」『鲁迅研
究月刊』1997年，66頁．
23） 符杰祥　前掲論文，58頁．
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　2002年に中国教育部国家語言文字工作委員会が
発表した「第一回異形語整理表」（「第一批异形词
整理表」）では「記念」を「紀念」の異形語とした．
「紀念」と「記念」は異形語，つまり意味も発音
も同一ながら表記の揺れを持つ語とされ，公的に
差異の抽出が断念されたことになる．1995年から
2000年における人民日報の 3億字を分母とする
と，「紀念」は7289回，「記念」は 3回であり24），
2009年の『魯迅大辞典』（人民文学出版社）でも「記
念」を「紀念」の異形語としている．こうした言
語環境は，研究者の語感に影響を与えたことが推
測される．更にこの傾向は今後強化されるであろ
う．なぜなら魯迅の「忘却のための記念」は高校
の定番教材となり，「記念」は「紀念」であると
説明されてきたからである．「一般の参考書でも
この説を支持するか，避けて触れなかった」25）
とされ，現在も高校中学の教材で通用として処理
される状況に変化はない26）．学生の教育にあたり，
両者の差異は黙殺され続けている以上，「記念」
への違和感は，将来の研究者にもバイアスとして
強化されていくであろう．
　社会反映論と研究者の語感に関わるバイアスを
回避するには，魯迅の活動期における「記念」と
「紀念」の語感を明らかにすることが必要となる．
記念が「日本語の影響」であるという前提を再検
討しなくてはならない．前提に無自覚であると，
研究者にとって違和感のある語彙とそうでないも
のを，外来語と中国語の二項対立図式に還元して
しまいかねない．二項対立を前提とすると，外来
語利用の理由を，国民改造のため，思考の精密化
を言語の精密化によって実現するため，という魯
迅の主張を引用して事足れりとする，既存のバイ
アスに囚われてしまうからである．
2 ．「記念」は外来語か
2 - 1. 日本語における「紀念」と「記念」
　「日本語で紀念として通用している語は記念」
という事実はあったのか．
　明治から昭和53年末までの国語辞書43種を調査
対象として，天沼寧氏は次のように結論づける．
「明治時代は，どちらかといえば，むしろ「紀念」
の方が一般的であり，「記念」は少なかったよう
である．大正時代から昭和の戦後で効力のあった
法律に「紀念」が使われていたこともあって，世
間一般でも，かなりの程度に「紀念」が使われて
いた」27）．天沼は辞書以外にも法令，切手など
の領域で「紀念」と「記念」の推移を整理する．
　キネン前史として，「「記念」という語は，江戸
時代から，明治にかけては，「かたみ」と言い，
その意味は現代語の「形見」であったものと思わ
れる」とし，石井研堂の『増補訂正　明治事物起
源』を引き，「「記念」，又は，「紀念」と書き，か
つ，現代語としての「記念」の意味をもった語は，
明治14年前後から，ようやく社会の一部で使われ
るようになったようである」とする28）．
　更に同書を引いて，明治22年『大日本国憲法発
布記念章』と明記した記念章頒布が政府の記念事
業の嚆矢であり，「爾後，記念造林，記念図書館，
記念碑，記念葉書等，記念という文字は繁く使用
せられるに到る」と「記念」の勃興を説き，明治
38年の第 4回キネン切手以降，昭和 2年まで切手
の意匠には「紀念」が用いられ，昭和 3年の昭和
天皇の即位の大礼の「大礼記念」以降，記念とな
るとし，キネン切手の領域では大正期まで「紀念」
24） 施春宏　前掲論文，22頁．
25） 施春宏　前掲論文，15頁．
26） 符杰祥　前掲論文，54頁．
27） 天沼寧「記念・紀念」『大妻国文第10号』大妻女
子大学国分学会，1979年，13頁．
28） 前掲論文，22，29頁．
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が一般的であった事実を指摘する．また大正 8年
成立した法律では天然紀念物と「紀念」が用いら
れ，昭和25年にそれが「記念」へと変化すること
から，当該領域では「紀念」が戦後まで一般的で
あった事実を指摘する29）．
　また辞書の領域では落合直文『ことばの泉』元
版（明治31年）ではキネンを「紀念」とし，複合
語全てに「紀」をあてていたが，大増訂版（明治
41年）に到り，語釈にも複合語の表記にも変化が
ないものの，見出しのみ「紀念」を「記念」と改
めたことを指摘する．その後，語釈で「紀念」を
誤用と明記するものも13種類あげている．しかし，
その初出は，大正 6年の上田万年「大字典」まで
待たねばならないのである30）．
　以上から，魯迅が日本に留学していた明治35年
から明治42年当時，「紀念」と「記念」の使用状
況は，各領域によって相違があることが確認でき
た．ましてや，当時は，辞書レベルでさえ「紀念」
を誤用とする段階には到っていない．「日本語で
紀念として通用している語は記念」とは言えない
のである．
　天沼論文に付け加えることができるなら，先ず
は文学の領域での用例であろう．「紀念碑」なら
1886年末広鉄腸『雪中梅発端』の「紀念のため
に石碑を立てた」31）をはじめとして，1883年矢
野龍渓『経国美談』や1887年広津柳浪『女子参政
蜃気楼』32）などがあり，更に，「栄誉の紀念」（1882
年『岩倉具視書簡』），「四百年を紀念」（1905年植
村正久「ジョンノックスの人物及び其事業」）と
いった顕彰の意の「紀念」が確認できよう．
　一方で「記念碑」とする例も1887年末広鉄腸『南
洋の大波瀾』，1871年中村正直訳『西国立志編』
のように存在する．注目すべきは上述のように末
広鉄腸が1886年は「紀念碑」，1887年は「記念碑」
を用い，1872年『米欧回覧実記』でも「記念碑」
と「紀念碑」が併用されていた事実である．つま
り両者は通用していた可能性を示すであろう．
　またあらゆる領域における使用状況の経年変化
を類推するひとつの傍証として，「紀念」と「記念」
を編名に冠する作品数を国立国会図書館のデジタ
ルコレクションで検索し，両者の推移をまとめた
のが表 1である．　
　表 1からは，大正期に逆転現象が生じたことが
見て取れる．魯迅が留学していた1902年から1909
年は，いまだ「紀念」が「記念」の 4倍に上って
いる．むしろ「紀念」の方が主流であったのであ
る．つまり，両者の併用の事実や，留学期の両者
の使用頻度を見ると，「日本で紀念として通用し
ているのは記念」とは言えないことが確認されよ
29） 前掲論文，30～31頁．
30） 前掲論文，20頁，16～18頁．
31）『明治文学全集 6』筑摩書房，1967年，113頁．
32） 前掲書， 6頁，『明治文学全集19』，164頁．
表 1
出版年
紀　念
用例数
記　念
用例数
記 念 の
対紀念率
用例
総数
1870～79 10 1 10% 11
1880～89 47 23 48.94% 70
1890～99 145 25 17.24% 170
1900～09 478 118 24.68% 596
1910～19 455 761 167.25% 1216
1920～29 611 1642 268.74% 2253
1930～39 583 2454 420.92% 3037
1940～49 177 1169 660.45% 1346
1950～59 19 376 1978.95% 395
1960～69 10 640 6400% 650
1970～79 10 988 9880% 1088
1980～89 23 1434 6234.78% 1456
1990～99 16 3232 20200% 3248
2000～09 142 19712 13881.69% 19854
2010～ 146 13733 9406.16% 13879
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う．
　2001年『日本国語大辞典』（小学館，第二版第
一刷）は語誌で「表記については明治・大正期の
辞書類などに「紀念・記念」の併記も見られるが，
実際の用例としては「紀念」の方が圧倒的に多かっ
た．「記念」が一般化するのは昭和になってから
のことである」と，「一般化」の概念規定と根拠
は明示されていないが，昭和を分期とみている．
少なくとも魯迅留学期の明治末年において「記念」
が一般的であったとはいえない．
2 - 2. 中国語辞書における「紀念」と「記念」
　魯迅活動期の中国語の辞書における記載状況
は，管見の限りではあるが 3種に大別できる．第
1に「紀念」しか存在しない系列である．1915年
正編，1931年続編の『辞源』（商务印书馆）では
「紀念日」，「紀念会」が項目として挙げられてい
るが「記念」は存在しない．しかも「記」の定義
は「紀録である」となっている．キロクについて
も「紀録」のみで「記録」は存在しない．この系
列が現代まで続くことは研究者のバイアスで言及
した33）．
　第 2に「記念」しか存在しない系列である．
1935年『最新支那語大辞典』（石山福治，第一書房）
には「紀念」も「紀録」も存在しない．「記念」
に「記憶する，記念する」と訳をつけている．
　第 3に両者ともに存在する系列である．1928年
『支那語辞典』（井上翠，文求堂）では「紀念」の
訳に「紀念，カタミ」，例文に「留個紀念」とあり，
「記念児」の訳に「記念，カタミ」，例文に「作個
記念」とある．「記念」の方が口語的に捉えられ
ているかもしれないが，両者に本質的差異はなく，
日本語としても両者に大きな差異がないとする認
識が見て取れる．1937年『日華大辞典』（東洋文
化未刊図書刊行会）でも，記念，記念碑，記念物
を「紀念」と訳してはいるが，両者が混在してい
る．この系列も大規模な辞書である台湾の『中文
大辞典』（中国文化研究所）や中国の『汉语大词典』
（汉语大词典出版社）以外にも現代に到るまで続
いている34）．
　中国語の辞書からも，魯迅の活動期における「記
念」と「紀念」に，使い分けの明確な差異や時期
的断層が認められないことが看取できよう．
33） 1948年『综合英汉大辞典』（商务印书馆）でも，
Commemorableに「可紀念的」，Commemorateに「紀
念，表揚（如開紀念会等）」，Commemoration「紀
念之挙　紀念会」が当てられ，いずれも「記念」は
用いられていない．1986年『现代汉语频率词典』（北
京语言学院出版社），1987年『动词用法辞典』（上海
辞书出版社），1994年『现代汉语动词大辞典』（北京
语言学院出版社），1994『动词大词典』（中国物资出
版社）も全て「紀念」のみで「記念」は記載されて
いない．
34） 1956年『最新漢英大辞典』（中建出版）では「紀念」
にtorememberorcommemorateと記され「紀念
品」，「紀念日」，「紀念会」，「紀念碑」が項目として
あげられている一方で，「記念　tokeep inmind」
も存在し，「記念日」はcommemorationdayと記さ
れている．キネン日についてはまだ両者が併存して
いることが見て取れる．1968年『中文大辞典』では，
「紀念」を思って忘れないことと定義し，「紀念日」
「紀念冊」「紀念品」「紀念週」「紀念会」が列挙され
ている．更に「記念」もとりあげ，別れの記念と相
手を思う 2種の意味が提示され，それぞれ「遊仙窟」
と「紅楼夢」が引かれている．1993年『汉语大词典』
では「紀念」を忘れないこと，紀念の事物，紀念の
活動，暗誦することと 4種で定義し，毛泽东，曹禺，
刘白羽，魯迅《藤野先生》，郁达夫，魏巍，鲁迅《黄
花节的杂感》，巴金が用例として引かれている．一
方「記念」は気がかり，相手を思うこと，紀念品の
三種の意味が提示され，『法身経』，許地山，『遊仙
窟』，『三国演義』，『神僧伝』，李商隠が用例として
引かれている．「記念」は許地山を除く 5例全てが
古典であり，「紀念」は 8例全てが近代の用例であ
る．2002年『汉语同义词辞典』（商务印书馆国际有
限公司）では「纪念也作“记念”」として，同義語辞
典にもかかわらず両者の差異の説明を放棄してい
る．
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2 - 3. 魯迅の翻訳における「紀念」と「記念」
　魯迅が「記念」と「紀念」をどう考えていたか
について，彼自身が日本語の両者をどのように訳
したかは一つの参考となろう．日本語の意味と魯
迅の語感がせめぎあう場所だからである．
　魯迅自身の作品において，1926年は1903年の活
動開始以降，「紀念」が最初のピークを迎えた年
であり，1928年は全活動期を通じ，「記念」が最
大量となった年である（表 2）．そこで1925年 4
月から1928年 3 月にかけて翻訳された鶴見祐輔の
『思想・山水・人物』，及び1927年12月から1928年
2 月にかけて翻訳された板垣鷹穂の『民族的色彩
を主とする近代美術史潮論』を取りあげる．
　前者は出版から 2年たたずして21刷という日本
での流行もあろうが35），魯迅は出版から 4か月後
には早くも翻訳を始め， 3年間も翻訳し続けた事
実から，一定の執着が見て取れる36）．また後者は
魯迅が訳した美術史の最初の専門書であり，木版
画運動につながる新たな美術の提唱をしていく上
で参照すべき基準作ともなった37）．
　結論から言うと，硬訳の態度が「記念」と「紀
念」にも基本的に貫かれている．日本語をそのま
ま訳語に用いたケースが15例中12例を占めるから
である．「紀念」をそのまま紀念と訳している例
は 6例，「紀念像」と「紀念碑」の名詞 3例，作
家や革命家，戴冠式を紀念するためと動詞での使
用が 3例である．「記念」を「記念」と訳すのが
4例，「記念塔」と「記念碑」の名詞 3例，戦功
を記念するためと動詞での使用が 1例である．そ
の他，「モニュメンタール」も全て「紀念物」「紀
念品」と「紀念」を用い，訳し分けがない．
35） 鶴見祐輔『思想・山水・人物』大日本雄弁会，
1924年12月発行，1926年 8 月21刷．
36）『魯迅大全集第14巻』长江文艺出版社， 4頁，144
頁．
37） 张娟『拈花―魯迅中外美术藏书研究』文物出版社，
2018年，108頁．
表 2　魯迅における「紀念」「記念」用例数の経年変化
発表年 紀念 記念
1903 1 0
1904 0 0
1905 0 0
1906 0 0
1907 0 1
1908 0 0
1909 0 0
1910 0 0
1911 0 0
1912 1 0
1913 3 1
1914 3 0
1915 0 1
1916 0 0
1917 2 0
1918 0 0
1919 1 0
1920 5 0
1921 1 1
1922 0 0
1923 2 0
1924 3 2
1925 11 1
1926 24 4
1927 15 0
1928 14 8
1929 14 5
1930 6 0
1931 6 0
1932 6 2
1933 49 7
1934 12 6
1935 11 5
1936 26 7
計 216 51
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　一方，日本語と訳語が異なるケースがある．「記
念像」は 2例ともに「紀念像」と訳され，革命事
業を記念する場合も「紀念」と訳されている．キ
ネンの像も顕彰も「紀念」に寄せて他の用例にあ
わせているが，それ以外は原文の日本語をそのま
ま使用しているにすぎない．
　むしろ「紀念」をあえて「記念」と改変した用
例が無い事実を，ここでは指摘しておきたい．「記
念」へと改変し，差別化すべき内容が，原文の「紀
念」には存在しなかったことを示唆するからであ
る．
3 ．魯迅文体の核心因子としての「キネン」
　類例をみない，40年余にわたる「魯迅の」キネ
ン論争を可能にしたものはなにか．これまでの先
行研究を確認する過程で明らかになったように，
「紀念」と「記念」だけをフレームに入れると，
アングルごとに異なる仮説が撮れる．その多様性
が第一に挙げられよう．しかし，他作家に対して
はそうしたフレーミングが管見の限り見当たらな
い．そもそも，「魯迅のキネン」は議論する価値
があるとの暗黙の了解が存在するともいえる．先
行研究が触れない，論争へと誘う欲望を意識化・
言語化することが，本稿の目的でもあった．そこ
で，接写レンズで両者の差異を極大化するのでは
なく，逆に望遠レンズを選択することで，両者の
フレーミングへと誘う魯迅の潜在的価値そのもの
を撮りたい．距離をとることで，差異よりは，両
者と共起する言葉や類義語が形作る文脈の，むし
ろ「同質性」が可視化される．俯瞰的視座に立つ
ことで，一見多様なキネンという因子が，相互に
どのように関係を結び，統一的文体を形成してい
るかを，動態的に論ずることが可能となろう．
　筆者は「同質性」に以下の仮説を有している．1．
記録，キネンすることへの強迫衝動． 2．キネン
の反復衝動． 3．キネンする際の，瞬間の特権化
と細部の記録衝動． 4．それらの根底にある，予
め取り返しようもなく喪われたものとして対象を
みる視線である．と同時に，それらの表現内容こ
そが他作家とは異なる表現形式＝文体を要請し
た．本稿はこうした表現行為の基部に写真的感性
を措定し，文体を通じ魯迅の価値を再構築しよう
とするものである．
3 - 1. 記録衝動がもたらす文体
　ある写真家は，カメラを持っていない時，隣席
の写真家からカメラを借り，存分に撮った後，カ
メラを返したという．これから検討する記録衝動
とはそのようなものである．結果如何よりも始原
的な衝動に突き動かされ，シャッターを押さざる
をえない．選択可能な手段やレトリックではなく，
そうせざるをえないという点で写真的感性と言わ
ざるをえない．魯迅にも正視し，記録し，キネン
する衝動があり，その過程自身が言語表現の内容
ともなっている．では強迫衝動はどのような文体
で表現されているのか．
　第 1に記録しなくてはならないという逼迫感を
助動詞や動詞で表現するタイプ．第 2に記録でき
ないことへの恐怖感や不快感，罪悪感で表現する
タイプ．第 3に長文で，論理的に，その必要性を
詳述するタイプがある．とりわけ第 3のタイプは
ロジカルな分だけ，前後の文とは異質な感覚を与
え，その長さやリズムは外国語の影響も指摘され
てきた．結果，違和感により前景化するという点
で，新たな文体の創出への意図が看取できるので
ある．この違和感の手触りこそが，写真的感性と
いう新たな衝動の形象化といえるのである．
　第 1のタイプであるが，助動詞「要」は「临末
我还要记念鎌田诚一君」（「且介亭杂文二集后记」），
「我们是要纪念的」（「《城与年》插图本小引」）と，
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「記念」であれ「紀念」であれ，主語が 1人称単
数であれ，複数であれキネンと共起し，義務感が
表出されているのが確認できよう．他にもキネン
の類似表現と共起する語彙には「现在有几个朋友
要纪念韦素园君，我也须说几句话．是的，我是有
这义务的」（「忆韦素园君」）の「须」などがあり，
いずれも義務感が表出されている．動詞でも前述
の「值得」など，「記念」であれ「紀念」であれ，
主語が 1人称単数であれ複数であれ，義務感を表
す語彙と共起しているのである．
　第 2のタイプとしては，「我实在很觉得一点痛
楚；张将军的屠戮，死的好像是十多人，手头没有
记录，说不清楚了，」（「《守常全集》题记」）のよ
うに，記録が無いことに痛みを感じるのを告白し
ている用例があげられよう．「因为没有记录作品
的东西，又很容易消灭，」（「门外文谈」）と記録す
ることの意義を語るのみならず，「没有记录，可
惜非常」（「出关」）と感情レベルで語るのである．
　第 3のタイプの例として「我也早觉得有写一点
东西的必要了」（「记念刘和珍君」）が挙げられよう．
劉和珍のキネン衝動を，「必要」を名詞として用い，
修飾句を付加し，「有―必要」の構文を用い
て表現している．しかも，その構文は当該作品中
3回反復される．更に「为刘和珍写了点什么没有?
还是写一点吧」，「我写一点东西」と執拗に累加さ
れる．劉和珍を記念しなければならないという強
迫観念が反復表現により表現される．
　ここで想起されるのが「凡这些，都有仔细地加
以检讨的必要的」という表現である．この読みづ
らい文章は，鶴見祐輔『思想・山水・人物』の「仔
細に検討して見る必要がある」を魯迅が訳したも
のであり，違和感は日本語の直訳であることにも
起因する．
　「必要」は名詞化され，奇異な表現中におかれ
ることで，異化される．長い修飾句による理屈め
いた，違和感あるセンテンスが出現し，前後の流
れを切断することで，「必要」を前景化させる操
作が確認できよう．そしてこうした操作が例外的
でないことを以下に証明していきたい．
3 - 2. キネンの反復衝動がもたらす文体
　 3 - 2 - 1. 反復性，持続性としての「着」
　他者にはおよそ理解できないキネンへの認識
が，魯迅にはある．デモで学生の犠牲者が既に出
ており，デモを継続する＝自分の命を捨てる覚悟
をしている学生に，魯迅は中止を迫った．デモを
中断させるには，生き続ける理由を提出するしか
ない．その時，魯迅は「紀念」を持ち出したので
ある．
　　　但我却恳切地希望：“请愿”的事，从此可以
停止了．倘用了这许多血，竟换得一个这样的
觉悟和决心，而且永远纪念着，则似乎还不算
是很大的折本．（「“死地”」）
　元手をするという意味の「折本」が用いられて
いる．元手とは，虐殺された学生達の命である．
手に入れるものとは，請願など通用しないという
現実認識，覚悟と決心，そして持続的紀念行為で
ある．
　生き続ける理由としての「紀念」など理解しが
たいであろう．しかし，ただの紀念ではないので
ある．持続を表すアスペクト「着」が付され，「永
遠」が付された「紀念」である．今後も覚悟と決
心の瞬間が反復更新され続ける，持続としての「紀
念」である．そのようなキネンこそが，辛亥革命
の挫折以降も魯迅が死ななかった根拠，つまり生
き続けてきた意味そのものであることがわかる．
そのようなキネンが，天秤の片方にのせた命と釣
り合いうることは，「似乎」「还不算」という魯迅
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独特の婉曲表現により強調されている通りであ
る．
　「紀念」は，「永遠」や「着」と共起する他の用
例からも反復的持続との親和性が確認できる38）．
しかもただの反復ではないのだ．
　「纪念我们的战死者，也就是要牢记中国无产阶
级革命文学的历史的第一页，是同志的鲜血所记录，
永远在显示敌人的卑劣的凶暴和启示我们的不断的
斗争．」（「中国无产阶级革命文学和前驱的血」）．「紀
念」とは，つまり血で書かれた記録であり，その
記録は，進行形のアスペクト「在」が示すように，
自動化され，忘却され，見えなくなっていたもの
を「顕示」する瞬間をもたらす．しかもその瞬間
は「永遠」に反復されるのである．何より「紀念」
が「顕示」するのは，「中山先生逝世已经一年了，
“革命尚未成功”，仅在这样的环境中作一个纪念．
然而这纪念所显示，也还是他终于永远带领着新的
革命者前行，一同努力于进向近于完全的革命的工
作．」（「中山先生逝世后一周年」）のように，それ
を見るものが行動を起こす触媒となりうるもので
ある．つまり永遠に反復されるのは，そうした特
権的瞬間なのである．
　前稿では『藤野先生』の写真を反復的に見る度
に，執筆が可能となる個所を用い，影像に対する
反復的視覚行為が触媒となって言語表現行為が生
起するプロセスを指摘した．そのプロセスが魯迅
の作品群全体に通底する基本構造であることも指
摘した．もちろん，記録やキネンは写真以外のメ
ディアも含む．しかし，特権的瞬間，反復的視覚
行為，受動的視覚による行動の喚起という点で写
真的感性と通底している．
　 3 - 2 - 2. 反復性，持続性としての「聊」「算」
　魯迅の「記念」や「紀念」と共起する語彙に「聊」
や「算」がある．暫定性や一時しのぎのニュアン
スを持つ「聊」や，とりあえずそのようにみなす，
断定とは異質な「算」を，なぜキネンに付加する
のか．前述のように，辞書に採用された典故は「以
A為記念」であった．あえて付加した意味はなに
か．
　　　我的不正当的舆论，却如国土一样，仍在日
即于沦亡，但是我不想求保护，因为这代价，
实在是太大了．单将这些文字，过而存之，聊
作今年笔墨的记念罢．（「且介亭杂文二集序
言」）
　日本の傀儡政権を国民党が認めた後，初めて新
聞記者が正当な世論の保護を懇請したという幾重
にも転倒した事態を揶揄したものである．作品集
の題名「且介」は従来，半植民地状態にあること
の批判とされてきた．「租」，「界」それぞれ字の
半分を連結したものだからである．ただ，字義は
ひとまず紹介し，ひとまず心にとどめようという
ことになる．自身の言説が事実上禁止され，今後
忘却され，滅びていくのを前提とし，にもかかわ
らずあえて「記念」する宣言が，「聊」により逆
接的に強調される．
　　　年年的这样的情状，都被时光所埋没了，今
夜作此，算是纪念文，倘中国人而终不至被害
尽杀绝，则以贻我们的后来者（「九一八」）
　題名に「九一八」とある通り，国恥記念日であ
る．形骸化した紀念行事や，愛国運動を行う自国
民を逮捕した転倒を記録したものである．こうし
た状況がやがて忘れさられることを前提とし，そ
38）「人们对于学者不但是文学艺术上的崇拜　而给予
人类以精神和物质也足令世界人类永远纪念着」．
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れでもひとまずは「紀念」する宣言である．
　このようにキネンと共起する用例は「聊算」 1
例，「算是」 4例，「算作」 2例存在する．しかも
「紀念」，「記念」を問わず共起する39）．
　こうした「聊」や「算」は単なる自虐とはいえ
ない．批判対象に対しても用いられるからである．
　「聊以」は全集中36例あり，用例数では最多が「聊
以自慰」の11例，「聊以慰耳」「聊以慰藉」をも合
わせるなら13例となり，「聊以塞责」 3例，「聊以
自欺」「聊以自娱」各 2例がそれに続く．主語は
自身だけではなく，国民党から「中国的精神文明」
にまで及ぶ．つまり 2種類の用い方がなされてい
るのである．
　一方では自虐的に用いられる．「在我自己，本
以为现在是已经并非一个切迫而不能已于言的人
了，但或者也还未能忘怀于当日自己的寂寞的悲哀
罢，所以有时候仍不免呐喊几声，聊以慰藉那在寂
寞里奔驰的猛士，使他不惮于前驱．」（「吶喊自序」）
のようにである．その一方で，「中国的文人也一样，
万事闭眼睛，聊以自欺，而且欺人，那方法是：瞒
和骗．」（「论睁了眼看」）の通り，事実を正視せず
一時しのぎに終始する，伝統的制度を批判する際
にも用いられているのである．
　社会に蔓延する一時しのぎは，科学的に現実を
変えていくことはできず，やがて国家の滅亡へと
つながる．と同時に，自身のキネンする行為も，
やがては忘却され滅びる．そうした客観的現実認
識が，魯迅にはある．客観的現実認識とは，予め
喪われたものとして対象を見る写真的感性であ
る．
　記念碑のように永続性をもたなくても，ひとま
ずキネンすることで問題を可視化すること，たと
えひとまずのキネンでも反復し続けること，反復
により忘却に抗うこと，それを自身の役割とする
覚悟．それが「聊」や「算」に現れているといえ
よう．最終的解決策を説くのではない．問題とな
る瞬間を特権化し，反芻せずにはおかない点で，
これらの語彙も写真的感性の露頭といえよう．
　もちろん「聊」は伝統的感性にすぎないという
反論はありえよう．例えば陶淵明の「聊乗化以帰
尽」の「聊」を，自虐的に見えながら自己の主張
を込めるキーワードと見るようにである．田部井
文雄氏は「帰去来の辞」の「聊」「且」について「そ
れぞれ10例以上の且と聊とが殆ど等しく，解決不
能の人生有限の悲しみに逢着した際に発せられる
語であって，自ら波立ちやまぬ胸を強いて撫しつ
つ，「まあまあ，とにかく」と未解決のままに気
分転換を図る用語として登場している」としてい
る40）．
　ただ魯迅の場合，「聊」の暫定性は戦略をも示
唆する．古典の常套句である「以A為記念」に比
し，それが最終的なものではなく，ひとまず暫定
的であることが強調される．暫定性とは，完結す
ることへの拒絶でもある．つまり，ペテンの手段
となる儀礼的「紀念」として消費されず，永遠に
39） 以下，検索結果はCD-ROM『魯迅全集』（凱希メ
ディアサービス）の正文を対象とした検索による
が，用例数はひとつの目安にすぎない
 「聊算」 1例とは「我们自然并不是要继《新青年》
的遗踪，不过为追怀这曾经震动一时的巨人起见，也
翻了几篇短文，聊算一个记念」．「算是」4例とは「是
一个母亲悲哀地献出她的儿子去的，算是只有我一个
人心里知道的柔石的记念」．「现在，用中国法计算作
者的年龄，她已届七十岁了，这一本书的出版，虽然
篇幅有限，但也可以算是为她作一个小小的记念的
罢」．「这幅木刻是我寄去的，算是柔石遇害的纪念」．
「偶然看到德国书店的目录上有这幅《牺牲》，便将它
投寄《北斗》了，算是我的无言的纪念」．「算作」 2
例とは「并且加几幅图像，自年青的Ibsen起，直到
他的死尸，算作一个纪念」．「而作者，用中国式计算
起来，她是七十岁了，这也可以算作一个纪念．作者
虽然现在也只能守着沉默，但她的作品，却更多的在
远东的天下出现了」．
40） 田部井文雄『しにか　2003年 2 月号』大修館書店，
27頁．
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宙吊りにされ続けることで，忘却に抗いうるとい
う戦略である．そもそもキネンは，静止画像のよ
うに特権的瞬間として世界を切り取る行為である
が，またその瞬間を永遠とする戦略でもあった．
「気分転換」というよりも，回避不能の忘却を前
提として，それでもキネンを行う覚悟，つまり，
キネンの限界を客観的に認識しながらそれでもそ
の道を歩む決意の表現としての「聊」や「算」で
あったと考えられよう．
　 3 - 2 - 3. 瞬間の特権化としての「当」，「時候」
　「记念刘和珍君」（1926年）で，劉の記念は 3つ
の瞬間において表現されている．初めて彼女を
知った瞬間，彼女と最後に会った瞬間，彼女が銃
弾に倒れた瞬間である．そして瞬間の造形が，そ
の表現の不自然さにおいて度々批判されてきた．
不自然さは，時に個人文体ととらえられ，時に印
欧語の影響とされてきた．いずれにしろキネンが
新たな文体を要請した事実を物語る．
　望月八十吉氏は「魯迅の文章を三十分読むと頭
が痛くなるインテリ中国人もいるようだ」として，
修正すべき用例を文法的観点から列挙している．
とりわけ「時候」に関する指摘は，複数の文法的
項目に及ぶ41）．
　　　当三个女子从容地转辗于文明人所发明的枪
弹的攒射中的时候，这是怎样的一个惊心动魄
的伟大呵！（「记念刘和珍君」）
　劉和珍が銃弾に倒れた瞬間である．「这」の承
けるものは「 3人の女子」から「掃射の中」まで
である以上，「当…时候」を削除すべきと主張する．
文法的にはその通りである．加えて「時候」には
長い修飾句までが付加され，リーダビリティーを
阻害している．
　「三个女子从容地转辗于文明人所发明的枪弹的
攒射中」の長さも頭痛の原因となろうが，その「转
辗」は文言で書かれた「摩羅詩力説」（1907年）
から早くも用例が存在する．社会改革に命を賭し
た詩人たちが「如角剑之士，转辗于众之目前，使
抱战栗与愉快而观其鏖扑」と死闘する比喩で用い
られていた．口語文体においても，銃弾が降り注
ぐ中，死にゆく瞬間の描写で使用されているので
ある．加えて，仲間を助けながら従容として死に
つく画像は，フレームの外へと続いていく．「発明」
という近代科学を象徴する語彙により，科学が民
族の復興ではなく学生の虐殺に用いられてきた転
倒が，つまりフレームの外に背景として存在する
社会の異常さが，表現されるのである．文言と口
語，比喩と現実の描写と，文体や内容は異なるが，
20年を経ても瞬間の描写によって表現するスタン
スは一貫している．「当」は「ちょうど，まさに」
という意味で，「时候」と呼応することにより，
その瞬間が特権化される．修飾語として消費され
ることなく，瞬間の画像として自立することを可
能にしたのである．
　「当」以外の瞬間性を持たない語と「時候」の
呼応においても同様である．望月は「待到…時候」
の削除も提案する42）．望月の挙げた用例とは異
なるが，「待到学校恢复旧观往日的教职员以为责
任已尽，准备陆续引退的时候，我才见她虑及母校
前途，黯然至于泣下．此后似乎就不相见．总之，
在我的记忆上，那一次就是永别了．」もそれに該
当しよう．劉和珍と最後に会った瞬間である．何
度も反復想起され，「记念刘和珍君」を成立させ
た触媒ともいえる画像である．「总之，待到我自
42） 前掲論文，75～76頁．．
41） 望月八十吉「魯迅の文章と語法」『人文研究』大
阪市立大学大学院研究科1959年，74頁．
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己知道已经死掉的时候，就已经死在那里了．」（「死
后」）も決定的変化が生じた瞬間であり，いずれ
も「待到」は削除可能であろう．しかし，あえて
付加することで，決定的瞬間であることの刻印が
押されるのである．
　望月は削除を主張しないが，「记念刘和珍君」
にはもう一例「時候」が存在する．
　「她的姓名第一次为我所见，是在去年夏初杨荫
榆女士做女子师范大学校长，开除校中六个学生自
治会职员的时候」．劉和珍を初めて知った瞬間で
ある．不自然な文章である．「为我所见」と「時候」
が「是」によって結ばれる．読みづらさは量的長
さだけによるものではない．校長となった時点と
処分をした時点は異なり，それら複数の行為を一
つにまとめて修飾句化することがリーダビリ
ティーを破壊している．しかし，これは最初に彼
女を認識した決定的時点なのである．もちろん，
「時候」を削除し，継起的に句をつなぐ方が自然
である．ただ，その不自然さこそが，事態の異常
さとキネンの意義を前景化させるのである．
　以上のようにキネンの行為において，出会い，
最後に見た瞬間，殺害された瞬間といずれも「時
候」が用いられていた．全集中「時候」は1704例
に及ぶが，削除した方がリーダビリティーが高ま
る用例の特色がここに現れている．つまり不自然
さによって断層をもたらす「時候」は，その瞬間
を特権化する．「時候」はその瞬間を固定する
シャッター音である点で，写真的感性を表すもの
といえよう．
　一方，不自然さを印欧語の影響として批判する
立場もある．老志釣氏は「印欧語の影響で現代中
国語でも各種の前置詞が氾濫するようになった
が，魯迅の文章も同様である」とし，「「当」は魯
迅が使用する前置詞の中でも出現率が非常に高い
もののひとつである」として，最初に「当」の用
例を検証している43）．
　結果，中国語として不自然であり，「当」を削
除すべき例として「当」の瞬間性と合わない用例
をあげる．「彼がまだ子供だった時」，「銭大王が
世をおさめていた時」，更に「当我沈黙着的時候，
我覚得充実」である．他にも望月同様「答える前
に」や「服をきちんと着た後に」など現在の瞬間
ではない用例をあげている．
　確かに文法的な観点からみれば，「当我这样想
的时候，便觉得<写什么>倒也不成什么问题了」
を「我这样想便觉得<写什么>倒也不成什么问题
了」へと「修正」した方がよい．しかし，文末に
助詞「了」が附されているように，ある変化が生
じた決定的瞬間を表現しようとした時，「当」は
不可欠であったのであろう．「当」を「…の後/前」
と呼応させる不合理さも，その瞬間が特権的なも
のであることを意識してペンを下ろした時，「当」
が先ず来てしまったのであろう．中国語「当」は
銃声の擬声語でもあるように，shootした瞬間の
シャッター音に近いのかもしれない．
　魯迅は不自然な「当」を用いることでその瞬間
をフレーミングし，リーダビリティーを破壊する
ことでその瞬間を特権化しようとしたといえよ
う．多くの批判こそが，逆に魯迅の意図的操作の
有効性を示唆する．
　もっとも，肯定的に評価する立場もないわけで
はない．王力氏は，長い修飾句が文の構造を「緊
密」にするものとして魯迅の以下の用例を挙げ，
文法の発展史上の役割を認めた．ただ「私たちが
このように言うのは長文を推奨し，短文に反対す
るのでは決してない．センテンスの長短が表現し
うるメリット，デメリットは文体によって決定さ
れるべきであり，長短がもたらす効果から決定さ
43） 老志釣『魯迅的欧化文字―中文欧化的省思』師大
書苑，2005年，290頁．
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れるべきである」と注を付けるのを忘れないが44）．
　　　这是我们交际了半年，又谈起她在这里的胞
叔和在家的父亲时，她默想了一会之后，分明
地，坚决地，沉静地说了出来的话．（「伤逝」）
　亡くなった恋人をキネンする「傷逝」の一文で
ある．51字にも及ぶ修飾句を可能にしたのは，「私
は私自身のものです．彼らは誰も私に干渉する権
利などありません」という言葉が発せられた瞬間
の説明なのである．複数の時点を経て，方向補語
「出来」により決定的瞬間の訪れが強調されてい
る．しかも引用部の直後には「其时是我已经说尽
了我的意见，我的身世，我的缺点，很少隐瞒；她
也完全了解的了．这几句话很震动了我的灵魂，此
后许多天还在耳中发响，而且说不出的狂喜，知道
中国女性，并不如厌世家所说那样的无法可施，在
不远的将来，便要看见辉煌的曙色的」が続く．「そ
の時」が特権的瞬間だっただけでなく，「その後
も」何度もフラッシュバックしたことが強調され
るのである．
　映画的感性が，秒速24コマの静止画像で世界を
切り取り，複数の静止画像を積み重ねていくこと
で主観的解釈を生む営為に表現の核を置く感性で
あるとするなら，写真的感性は 1枚の静止画像で
世界を切り取り，何度も見返すことで発見を積み
重ねていく営為に表現の核を置く感性であるとい
えよう．その意味で魯迅の文体には瞬間を特権化
するシャッター音がしきりに鳴っている．
4 ．プレ「キネン」から「紀念」，「記念」，そし
てポスト「キネン」へ
　キネンに共通する属性をそれぞれ検証した．し
かし，これらは先行研究同様，個々の作品内での
属性を，静態的に指摘したにすぎない．では，作
品間ではどのような関係が生じているのか．本稿
では，ある表現対象を取りあげ，キネンの表現が
どのように推移したのかを検証し，その「動態」
からキネンの本質を逆照射したい．
　1926年，3.18虐殺事件が起きる．事件当日の 3
月18日執筆され， 3月29日に発表されたのが「无
花的蔷薇之二」である．それで全てを書き尽して
いれば再度筆をとることはない．しかし，前作脱
稿から 1週間がたった 3月25日に再度執筆された
のが「“死地”」である．更に 1週間がたった 4月
1日に再度執筆し，4月12日に発表されたのが「记
念刘和珍君」である．更に 1週間後の 4月 8日に
書き終え， 4月19日に発表されたのが「淡淡的血
痕中―记念几个死者和生者和未生者」である．
　犠牲者の劉和珍らに対して， 4編のキネンする
文章が書かれたことになる． 3月18日「无花的蔷
薇之二」にキネンの語彙は無く，3月25日「“死地”」
に到り「永遠」と「着」が付加された「紀念」が
現れ， 4月 1日「记念刘和珍君」に到り「記念」
が現れ， 4月 8日「淡淡的血痕中―记念几个死
者和生者和未生者」に到り，前作とは異質な「記
念」が現れる．
　 4編を通じ，更に 4編の前と後で，キネンの表
現がどのように変化したか，そのダイナミズムに
こそ魯迅の文体構造が顕在化することを本稿では
証明していきたい．
4 - 1. 「記念」Aから「記念」Bへ
　魯迅には 2種類の「記念」がある．先行研究の
フレームワークは「紀念」対「記念」の二項対立
に限られるが，質の異なる「記念」を未分化のま
ま，「紀念」と比較すれば，混乱を助長するだけだ．
「記念」Aから「記念」Bへと昇華された必然性が44） 王力『汉语史稿』中华书局，1980年，480頁．
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写真的感性とどのように関係しているのかを明ら
かにしなければならない．
　　　（1）真的猛士，敢于直面惨淡的人生，敢于
正视淋漓的鲜血．这是怎样的哀痛者和幸福
者？然而造化又常常为庸人设计，以时间的流
驶，来洗涤旧迹，仅使留下淡红的血色和微漠
的悲哀．在这淡红的血色和微漠的悲哀中，又
给人暂得偷生，维持着这似人非人的世界．我
不知道这样的世界何时是一个尽头！
　　　我们还在这样的世上活着；我也早觉得有写
一点东西的必要了．离三月十八日也已有两星
期，忘却的救主快要降临了罢，我正有写一点
东西的必要了．（「记念刘和珍君」）
　　　（2）他暗暗地使天变地异，却不敢毁灭一个
这地球；暗暗地使生物衰亡，却不敢长存一切
尸体；暗暗地使人类流血，却不敢使血色永迟
鲜秾；暗暗地使人类受苦，却不敢使人类永远
记得．―中略―
　　叛逆的猛士出于人间；他屹立着，洞见一切
已改和现有的废墟和荒坟，记得一切深广和久
远的苦痛，正视一切重叠淤积的凝血，深知一
切已死，方生，将生和未生．他看透了造化的
把戏；他将要起来使人类苏生，或者使人类灭
尽，这些造物主的良民们．（「淡淡的血痕中
―记念几个死者和生者和未生者」）
　（1）は「記念」Aが出現する「记念刘和珍君」
である．上記 4編中，第 3作目になる．（2）は「記
念」Bが出現する「淡淡的血痕中―记念几个死
者和生者和未生者」であり，第 4作目となる．「記
念」Aは，現実の犠牲者に対するもので一般的用
例といえよう．しかし，「記念」Bは，そもそも
未だ生じていない事件や生まれていない人物を対
象とする点で，異質であろう．
　共通点は，題名にいずれも「記念」が用いられ
ていること．忘却という神の戦略に対して，記憶，
記念が対置されていること．忘却を象徴する「淡
くなった血痕」や，抗う「猛士」という言葉が用
いられている点であろう．
　相違点は，第 1に視座の変化があげられる．（1）
が 1人称制限視座から劉和珍等具体的個人を「記
念」しているのに対し，（2）は 3人称全知視座か
ら「死者」のみならず，「生者」「未生者」を「記
念」している．固有名詞から一般化，象徴化が進
み，死者以外を「記念」するとは，現在未だ犠牲
となっていないものも，未来を含め，予め社会の
犠牲者として見る視座へと変化したことを意味し
ている． 1 人称制限視座から個人的意見を直叙
するのではなく，物語の語り手が造物主と奴隷，
猛士という 3つのキャラクターを操作することで
ひとつのイメージを創出している．
　第 2に，静態化の進展である．（1）の猛士は，
あえて直面し，あえて正視し，更には「奮起して
前進する」とし，「奋然」「前行」といった書面語
で動態が表現されている．
　「猛士」は魯迅全集中 8例存在する．そもそも
は魯迅も引用するように劉邦の「大風歌」を典故
とする新たな国を守る若者のキャラクターであ
る．実際1922年「吶喊自序」では民国のため，改
革に「奔馳」し，「前駆」する者として，さらに
1925年「这个与那个」では歴史書という過去の帳
簿などとは関係なく「急進」するものとして，「猛
士」は動態的キャラクターだった．
　ところが，（2）に到り，「屹立着」の通り，静
止状態において形象化される．（1）は比喩にすぎ
ずセンテンスを跨ぐことはなかったが，（2）では
キャラクターとして自立し， 1段落を維持するだ
けの描写がなされ，作品としてひとつのイメージ
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を形成するのに大きな役割を果たしているのであ
る．
　しかも， 1段落を維持させているのは，動態的
な行為ではない．「洞见」，「记得」，「正视」，「深知」，
「看透了」という視覚動詞と認識行為の反復リズ
ムである．結果，内容的にも，量的持続によって
も，静止状態が強調される．また，血についても，
鮮血が淋漓としたたる動態から，既に凝固した血
が積み重なっている静態へと変化した．目的語に
は「一切」が 4回反復され，空間的にも時間的に
も視覚行為と認識行為が持続してきたことを表
し，静止状態が永続的であることが強調される．
　第 3に，静態化が反逆を強化している点があげ
られよう．行動ではなく記憶こそが反逆の戦略と
して前景化しているのである．
　（1）の広く自然全体をも表す「造化」は，（2）
に到りキリスト教的神さえ示唆する「造物主」へ
とキャラクター化が進む．また（1）の「真の猛士」
も（2）に到り「反逆の猛士」へとキャラクター
が鮮明化する．結果，造物主の行為「不敢使人類
永遠記得」と反逆の猛士の行為「記得切深広和久
遠的苦痛」が対比されることになった．記憶し「続
ける」ことが，反逆の戦略として打ち出された時，
「記念」は（1）の「劉和珍」個人に対する個別性
から，（2）の犠牲者になったもの，犠牲になって
いくもの全てに対する象徴性を獲得した．個人の
遺影から，過去と未来の犠牲者達，つまり中国社
会の「図鑑」へと昇華された時，「記念」Aも「記
念」Bへと昇華した．
　 1週間を経て特定の個人に対する魯迅の個人的
感情は昇華され，新たな表現形式を求めた．その
際に起きた文体変化，つまり瞬間の特権化として
の静態化と，その瞬間の反復行為としての「記念」
は，写真的感性の証左といえよう．
4 - 2. 「紀念」から「記念」Aへ
　上記の「記念」Aから「記念」Bへの移行は，
実はその前段階として，「紀念」から「記念」A
への移行も内包していたのである．この前段階の
プロセスへと朔行することは，「記念」AからBへ
の昇華が例外的現象ではないことを明らかにし，
結果，魯迅の個人文体の露頭であることをより包
括的に示すことができよう．
　魯迅の「紀念」も，実は 2種類存在した．批判
すべき「紀念」aと主張すべき「紀念」bである．
　1926年 3 月10日，魯迅は紀念文を否定していた．
「中山先生逝世后无论几周年，本用不着什么纪念
的文章．只要这先前未曾有的中华民国存在，就是
他的丰碑，就是他的纪念．」（「中山先生逝世后一
周年」）が示すように，孫文逝去 1周年を「紀念」
する形式的行為を否定する．『国民新報』の「孫
中山先生逝世周年紀念特刊」に掲載されたもので
ある．メディアで「紀念」特集が組まれるほど，
売り上げの伸長が期待される．つまり「紀念」は，
政治的のみならず商業的にも利用される制度と
なっていたことが確認できよう．「何周年であろ
うと」が示すように形式的に繰り返される偽善，
つまり制度としての「紀念」aを否定しながら，
魯迅は現に「紀念」の文章を書いているのである．
　では魯迅が主張する「紀念」bとはなにか．「中
山先生逝世已经一年了，“革命尚未成功”，仅在这
样的环境中作一个纪念．然而这纪念所显示，也还
是他终于永远带领着新的革命者前行，一同努力于
进向近于完全的革命的工作．」（「中山先生逝世后
一周年」）では，孫文の言葉が唯一「紀念」とな
りうるとする．つまり，「革命はまだ成功してい
ない」という現実を正視し，正確に現状の解剖図
を描いた孫文の言葉＝記録，そして永遠に人々に
行動を促す孫文の言葉＝記録を反復することこそ
が「紀念」bだとする立場である．
67
山本：魯迅の文体と写真的感性（2）
　以上の事実から，第 3編「记念刘和珍君」に到
り，「紀念」bから「記念」Aへ移行した理由が 2
点想定される．第 1は誤解の危険性である．誤解
とは，紀念文に象徴される伝統的制度としての「紀
念」aと，現実を正視したスナップショット，つ
まり記録としての機能を有する「紀念」bとの取
り違えである．しかも未だ本文の文脈に支持され
ていない題名に用いることは，誤解を招く可能性
が高まる．結果，後者の意味のみを担う言葉の必
要性に迫られたことが考えられる．
　第 2は「紀念」b以上に，より普遍的で象徴度
の高い詩語開拓の必要性である．第 2編「“死地”」
で魯迅は学生たちにこれ以上の犠牲を回避するよ
う訴えるため「倘用了这许多血，竟换得一个这样
的觉悟和决心，而且永远纪念着，则似乎还不算是
很大的折本．」と「紀念」bを用いている．しか
も「永遠」や持続のアスペクト「着」が付加され
た．孫文の遺嘱の言葉に対しても，「紀念」bだ
けでは表現できない反復性，持続性を，「永远带
领着」という句で補充していたが，第 2編では直
接「紀念」自体に付加されたのである．「紀念」
bが既にそうしたニュアンスを内包していれば付
加する必要はない．一方，「記念」の方は「永远
记念」の用例が全集中に存在しない．「记念着」
は 1例のみ存在するが，一生自分の故郷のことを
「気にかけ続けた」という意味である．キネンの
意味で「永遠」やアスペクト「着」を付加せざる
をえなかった用例は存在しないのである．
　従って，劉和珍に対し「永遠に紀念し続ける」
こと以上の行為が必要になった時，「紀念」b以
外の言葉を用いる必要性に迫られ，上記の付加さ
れた全てのニュアンスを一語で表現できる詩語と
して「記念」が選択され，第 3編では「记念刘和
珍君」と題名に採用された．それが第四編に到り
象徴化が進むことで，「記念」は，同じ題名内で
も「淡淡的血痕中―记念几个死者和生者和未生
者」と，未来をも射程にいれた普遍的詩語へと昇
華した．
　「紀念」も「記念」も，犠牲者という被写体が
既に存在している点で受動的行為である．しかし，
被写体の個別性を超えて象徴化がなされた時，「紀
念」から「記念」Bへの移行が生じた．事実，第
4編が収録された散文詩的作品集『野草』内には
もはや「紀念」の用例がないのである．フレーム
内の具象的画像で普遍性に到達する，このプロセ
ス自体が写真的感性との親和性を示していよう．
4 - 3. キネン以前
　　（3）当我写出上面这些无聊的文字的时候，正
是许多青年受弹饮刃的时候（「无花的蔷薇
之二」）
　　（4）当三个女子从容地转辗于文明人所发明的
枪弹的攒射中的时候，这是怎样的一个惊心
动魄的伟大呵！．（「记念刘和珍君」）
　（3）はまだキネンの語彙が存在していない第 1
編であり，（4）は「紀念」bから「記念」Aへの
移行が生じた第 3編である．（4）の不自然さにつ
いては既に望月の指摘を紹介した．実は（3）に
ついても望月は不自然さを指摘していたのであ
る．「当…时候」は状語つまり連用修飾語であっ
て主語として使われることはないから，「当」を
削除すべきだとする45）．作品中にキネンの語彙が
存在する以前から，瞬間を特権化する点では一貫
していることが確認できよう．
　一方，（3）は虐殺された瞬間を「受弹饮刃」と
4字語で叙述するのみである．しかも主語は「多
45） 望月　前掲論文，86頁．
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くの青年」と一般的叙述にとどまっている．それ
が（4）に到り，3人の具体的登場人物へと変化し，
死の瞬間が具体的描写となり，長い修飾句をとも
なって造形化されたのである．更には引用部に加
え， 3人のそれぞれの死に到る描写がコラージュ
されることとなる．また，（3）では「時候」が主
語でもあり，目的語でもあった．それが（4）で
は「これ」によって瞬間は主語として自立した．
瞬間そのものが異化されてモノのように立ち上
がったのである．
　キネン以前からキネンへのプロセスで確認でき
るのは魯迅の構造である．第 1にそこに一貫して
いる，特権的瞬間による表現への執着．そして第
2に抽象的叙述から 3人の死の瞬間の列挙へ，つ
まり具体的画像のコラージュへの移行である．
4 - 4. キネン以後
　「紀念」と「記念」の魯迅作品中における経年
出現分布は表 2の通りである．キネンという語彙
が用いられないキネン行為，否定的紀念である
「紀念」a，肯定的紀念である「紀念」b，「紀念」
bを超える「記念」A，より象徴化が進んだ詩語
としての「記念」Bが出そろった1926年，キネン
の語彙は最初のピークを示している．では，それ
らの語彙は，その後どのように推移するのか．
　「記念」は1927年，用例がゼロとなる．一見
1928年 8 例と最大値となり，1929年 5 例と量的に
は継続使用が認められるが，質的には1928年の 6
例が「トルストイ記念号」，「トルストイ記念講演
会」といった記念行為の用語をそのまま引用した
ものであり，1929年も全例が海外の作家の記念で
あり，個人的な詩語としての「記念」ではない．
　一方，「紀念」は1927年， 9例減少して15例と
なるが，この後28年，29年共に14例と安定して用
いられる．ただし，肯定的に用いられている例は
「人们对于学者不但是文学艺术上的崇拜　而给予
人类以精神和物质也足令世界人类永远纪念着　但
是中国的学者又怎样呢」（1927年 6 月30日李霁野
宛書簡）と海外の営為に対してであり，用例のほ
とんどが中国国内での事象を揶揄する文脈で用い
られているのである．国内で出版される「紀念号」
や国内で実施される「紀念講演会」をはじめ，忘
れられた「紀念日」や紀念行事など，「形式上之
纪念耳」（「述香港恭祝圣诞」）という言葉通り，
滑稽な現象をスナップした，揶揄としての「紀念」
aである．自己に対する用例も「待再经若干岁月，
又当化为烟埃，并纪念也从人间消去，而我的事也
就完毕了．」（「写在《坟》后面」）と自嘲であり，
もはや何らかのメッセージや行動を促すものとし
ての「紀念」bではない．
　つまり，ひとつの象徴的イメージを形成するた
めに錬成された詩語「記念」Bは捨てられ，世の
中に溢れる「紀念」aの偽善性を，事例の列挙によっ
て表現するスタンスへとシフトした．キネン以後
のプロセスから確認できるのは，独自の詩語を作
り上げ，無からイメージを創造する志向性ではな
い．批判すべき被写体をフレームで切り取り，コ
ラージュして見せる反復異化へのリトリートであ
る．それはもはや言語的というより写真的感性に
近いのではないか．
結語　「切り貼り屋」から「図解者」へ
　魯迅が特権化してきた瞬間を振り返ると，それ
らは単なる紀念写真ではなかった．遺影であった．
　泣いている劉和珍（私が救えなかった），銃弾
を浴びている青年たち（私が空疎な文字を連ねて
いる瞬間に），私への愛を告げている恋人（私が
見捨てた）……．それらの瞬間は，事実であれ，
デフォルメであれ，創作であれ，おびただしい遺
影であり，死者達の図鑑であった．死者達の図鑑
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は，墓地の中に座る魯迅のセルフ・ポートレイト
（『墳』の著者近影）を想起させる．
　遺影のコラージュは，単に社会の異常さを可視
化する図鑑ではなかった．画像のひとつひとつが
私に対し，自身の無力さや果たしえぬ責任を突き
つけてくる．罪の反復想起は，終わることがない．
私に許しを与えうる被写体が，永遠に失われてい
るからである．キネンとは，未完の贖罪であった
のである．その意味でキネンは，魯迅の創作行為
の核といえる語彙であった．「藤野先生」の写真
が言語表現の触媒となり，そのプロセス，つまり
罪の告白自体が作品構造であったことは，前稿で
触れた通りである．
　「科学的実証性を有しているはずの「写真」だ
からこそ，それを事実だと思わせる影響力も強い．
魯迅の怒りと批判は，「写真」であるからこそ一
段と強度を増し，活動期を通じて反復されたとい
えよう」46）．前稿では写真に対する魯迅のアンビ
バレントな態度とその原因を論じた．ならばキネ
ンに対する態度も同質である．「我于是得了新的
启示：凡纪念，“礼”而已矣」（「礼」）と，「礼」つ
まり儀礼的ペテンの象徴としての「紀念」を否定
した．伝統的制度の再生としての「紀念」，為政
者に利用される「紀念」を，強く批判した．なぜ
なら，魯迅にとりキネンとは，終わらない贖罪行
為であり，だからこそ，忘却に抗う戦略となりえ，
生き続ける根拠となりえたからである．キネンへ
の強迫衝動や義務感の強さこそが，キネンを悪用
するものへの怒りと，青年を死へと導いた「内疚」
（「通信」）つまり自身の罪悪感の深度を象徴して
いる．キネンも，写真同様，否定と肯定がせめぎ
あう場所だったのである．
　本稿は，キネンが持つ，強迫衝動や瞬間の特権
化，瞬間の反復等の属性の検討を通じ，キネンが
要請した新たな文体の検討を行った．キネンが「記
念」という詩語に収束するプロセスと，それが新
詩語の開発の方向ではなく，事実のコラージュへ
とリトリートしたことも確認した．結果，確かに
魯迅の文体の核となる語彙を取りあげることで，
写真的感性との親和性は語れたかもしれない．た
だ，キネン以外の内容でも，写真的感性との関係
性が認められるのか．更には語彙以外のセンテン
スや文脈レベルでも，写真的感性との関係性が認
められるのか．
　前稿では「切り貼り屋」という魯迅の自己規定
から写真的感性を論じたが，冠布の中から被写体
を正視し続けている「写真屋」のスタンスからも，
主観を排して被写体を「実物」のまま定着させよ
うとする覚悟，社会のみならず自己をも客体視せ
ずにはおかない「レンズ」としての写真的感性が
見て取れよう．そして魯迅には「図解者」という
自己規定もある．先ず静止画像が存在し，それが
触媒となって言語表現が生成する構造を前稿では
指摘したが，その意味で他の自己規定同様，写真
的感性を象徴する比喩である．
　「其線ハ無用」，「其 7本ノ線モ無用」．魯迅の解
剖学ノートを見ると，僅か 7歳年上の藤野先生が
同一図に 2か所も赤字で書き込んでいる．小脳解
剖図で橋臂が立体的に見えるよう，魯迅がつけ加
えたささいな線を，本数までカウントし，執拗に
叱責したのである．実物の表現にあたり，いかな
る恣意も表現の自己目的化をも許さない．冒頭の
魯迅が用いた「無用」も，虚飾化（「紀念」a）を
拒絶し，透明なレンズになるよう内面化された叱
責の声だったのである．ではそうした虚偽を許さ
ないレンズにとらえられた図像を，細部に到るま
でどのように「図解」していくのか，そしてそれ
がどのような文体を要請したのか．特定の語彙だ46） 山本明前掲論文，67頁．
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けでは解決しない，包括的な文体の検証，それが
次稿の課題である．
（商学部教授・文体論）
